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GLOCALは、GLOBALとLOCALを組み合わせた造語であり、地球規模でのグローバルと
身近なローカルを、ともに等しく重視する考え方を意味しています。
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　中部大学大学院国際人間学研究科の活動レポート、GLOCAL Vol. 22 をお届けいたします。
　本研究科は、1991 年に国際関係学部を基礎に創設された国際関係学研究科国際関係学専攻をルーツとして発
足しました。その後、1998 年に創設された人文学部を基礎とする 2専攻（言語文化専攻、心理学専攻）が 2004
年に合流し、名称も「国際人間学研究科」に変更されました。さらに 2008 年には歴史学・地理学専攻が加わり、
4専攻体制となって現在に至っています。
　長引くパンデミックに、ロシアによるウクライナ侵攻、世界に目を向けると、これまで予想もしなかったこと
が現実に目の前で起きています。一方国内では、少子高齢化の進行に伴い労働力人口が減少するなかで、リーマ
ンショックや東日本大震災などの影響を受けつつも外国人労働者数は大きく増加しています。また、新型コロナ
ウイルス感染症への対応が緩和され、観光業界では訪日外国人観光客数の再増加に期待が寄せられています。こ
のように日本社会は、さまざまな社会・経済情勢の影響を受けながらも、それ自体が国際的な「場」として開か
れようとしており、国や地域も多文化共生社会の実現に向けてさまざまな施策に取り組んでいます。
　グローバル化がますます進展するなか、異文化や国際社会への理解を深め、国際的な視野をもって世界で活躍
することができる人材が求められています。と同時に、多文化共生社会の実現のためには、自分が暮らすローカ
ルな地域に目を向け、多様な人間や文化への深い関心が必要とされます。本研究科はそうした認識に基づいて、
グローバルな視点とローカルな視点の両者を軸とする「グローカル」な教育研究を理念として掲げています。
　本号には、教員 2名の研究発表と 2022 年度に入学した大学院生 3名の研究報告のほか、本研究科の活動報告
として教員・院生による研究会の報告が収められています。人文社会科学の幅広い分野を研究領域とする本研究
科の特徴が表れた内容であり、まさに本研究科が標榜する「グローカル」な視野に基づいた研究の一端をうかが
わせるものであると言えるでしょう。
　このように教員と院生が同じ誌面で相互の研究内容を共有する機会はきわめて貴重なものであり、研究科とし
てもますます本誌の充実を図って参りたいと思います。小誌を通して、本研究科の日頃の活動の一端がご理解い
ただければ幸いに存じます。

　2023 年 2 月 24 日

大塚　俊幸（中部大学大学院国際人間学研究科長）

ごあいさつ
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国際人間学研究科　言語文化専攻　教授

杉本　和弘（SUGIMOTO Kazuhiro）

名古屋大学文学部卒業。専門は日本近代文学、三島由紀夫、安岡章太郎の作品
を中心に研究。共著に『三島由紀夫の表現』（勉誠出版）、主な論文に「『仮面
の告白』覚書―記述する〈私〉を視座として」（『名古屋近代文学研究』6）、「『ガ
ラスの靴』の時空―「シンデレラ」の影」（『昭和文学研究』34）など。

「文学館」をめぐって
―私が訪れた「文学館」―

作品の舞台となった地域等、当該作家と縁が

深い地域に設置されている。一方、地域名や

組織名が冠せられた「文学館」は、当該地域・

組織にゆかりのある文学者や作品の関係資料

を収集、展示していると言えよう。

　個人名が冠せられている「文学館」のうち、

最も多いのが出身地に設置されたものであ

る。

　中でも、生家や生家跡に置かれた「文学館」

は、時代的な変化はあれ、当該作家が生育し

た風土に触れることもできる。太宰治の生家

がそのまま「文学館」となっている『斜陽館

（太宰治記念館）』（青森県五所川原市金木町）

は、資料よりも、建物そのものが観覧対象と

なっており、観光ルートにも入っていて参観

者が多い。福岡県柳川市の『北原白秋生家・

記念館』も『斜陽館』ほどではないにしても、

観光客の観覧が多い「文学館」である。

　生家が隣接する『森鷗外記念館』は、歴史

的な建築物や史跡が多い島根県津和野町でも

中心的な文化施設の一つである。鷗外関係資

料も充実しており、企画展や講演会等の活動

も活発である。津和野川に近い生家の対岸に

は親戚の哲学者西周旧宅があり、周辺には鷗

外も通った藩校「養老館」、森家累代の墓が

ある永明寺もある。永明寺には、三鷹の禅林

寺の鷗外の墓から1953年に分骨された墓

がある。なお、東京都文京区には、鷗外が亡

くなるまでの約30年間を過ごした「観潮楼」

の跡地に『文京区立森鷗外記念館』が設置さ

れている。

　文学者が一定期間在住した地にある「文学

館」としては、兵庫県芦屋市に『芦屋市谷崎

はじめに

　10年ほど前から全国各地の様々な「文学

館」を訪ねるようになった。「文学館」の大

半が近代文学に関わることもあって、資料収

集等、研究活動の一端である場合も多いが、

最近では、各地の「文学館」に出かけること、

それぞれの企画展や常設展を観覧すること自

体も目的になった。小稿では、これまでに私

が訪れた「文学館」のいくつかを紹介しなが

ら、「文学館」の特色や魅力について述べて

みたい。

「文学館」とは

　「文学館」を厳密に定義づけることは難し

い。施設の名称からして、『文学館』『記念館』

『記念文学館』『文学資料館』『文芸館』『文庫』

等々、まちまちである。また、その規模も活

動状況も様々である。とりあえずは、「文学

に関わる資料等を収集・展示している施設」

というほどに捉えておく。全国文学館協議会

HPに拠れば、全国で「文学館」とされてい

る施設は、大小合わせて663、このうち、

全国文学館協議会会員館が107ということ

である。運営形態も様々で、比較的規模の大

きな「文学館」は、都道府県や市町村等、地

方自治体が設置、運営するものが多い。「文

学館」と括弧つきで表記してきたのは上記の

事情による。

　では、「文学館」の主な活動内容・機能は

どのようなものであろうか。標準的な「文学

館」（全国文学館協議会会員館の大半はそれ

に当たるであろう）には、大きく次の3つの

機能があると考えられる。

①　 文学に関わる資料の収集、保存（肉筆原

稿、初出誌、初版本、日記、書簡、創作

ノートなど）

②　 市民への啓蒙的活動（常設展示、企画展、

講演会、講座、各種刊行物の発行など）

③　ゆかりの文学者の顕彰

　すべての「文学館」が上記の活動を満遍な

く行っているわけではなく、それぞれの「文

学館」の設置の趣旨や事情によって重点の置

き方は異なるし、それがまた、各施設の特色、

個性にもなっている。ただ、③の文学者の顕

彰については、強弱の違いはあれ、すべての

「文学館」が果たしている機能であろう。

　また、「文学館」の特色や魅力を成り立た

せている条件として、私見では以下の3つの

要素が重要であると考える。

①　 コンテンツ（収蔵物や常設展示・企画展

等の内容）

②　建物（建物の外観や構造、内部の設備等）

③　 立地（どのような地域のどんな場所にあ

るか）

　以下では、上記の観点にも留意しながら、

いくつかの「文学館」を紹介していきたい。

私が訪れた魅力ある「文学館」

　「文学館」は、概ね、文学者の個人名が冠

せられた施設、都道府県や市町村名あるいは

設置する組織名が冠せられた施設に大別され

る。個人名が冠せられた「文学館」は、一部

の例外を除いて、ほとんどが出身地や居住地、
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議会の事務局も置かれている『日本近代文学

館』（東京都目黒区）に触れておきたい。

1963年に開館し、約120万点の資料を収

蔵、主に研究者の利用に供しながら、企画展

や各種講座も開催している。姉妹館とされる

『神奈川近代文学館』（横浜市）も、総合資料

館としての機能を果たしつつも、神奈川県に

関わりが深いテーマでの企画展を継続的に開

催し、広く観覧者を集めている。

おわりに―「文学館」の新たな
動き

「文学館」を訪れるのは研究者や文学好きな

人々が中心で、必ずしもその数は多くはない。

殊に近年は、大学の文学関係学科の改組や廃

止が相次いでいることにも象徴されるよう

に、文学そのものが、以前よりも人々の日常

から遠いものになり、その余波は「文学館」

にも及んでいるようである。そのような状況

の中で「文学館」の側からも新たな動きが起

こっている。

　一つは、近代の文学者が主要なキャラク

ターとなって活躍するゲーム『文豪とアルケ

ミスト』（2016年より配信）が多くの若い

人たちの間に広まったことで、各地の「文学

館」がコラボ・タイアップ企画を実施し、若

い観覧者を飛躍的に増やしていることが挙げ

られる。

　もう一つは、2022年11月から2023年

1月にかけて、全国52か所の「文学館」や

図書館等が共同・連携して、「萩原朔太郎大

全2022」という大テーマの下での企画展を

同時多発的に実施して話題を呼んだことであ

る。

　こうした動きが、一般の人々、特に若い人

たちの文学への関心の喚起につながることを

願ってやまない。

参考文献

東京新聞・中日新聞文化部『文学館のある旅103』集
英社新書（2004）

中村稔『文学館を考える』青土社（2011）
『増補改訂版 全国文学館ガイド』小学館（2013）
『近代文学研究における〈資料〉の活用』日本近代文

学会（2019）
朔太郎大全実行委員会編『萩原朔太郎大全』春陽堂書
店（2022）

影山亮「文学館・記念館の役割」『昭和文学研究』第
85集（2022）

潤一郎記念館』がある。東京生まれの谷崎は

1923年の関東大震災後、阪神間に住むよう

になり、1944年に空襲を避けて岡山県の勝

山に疎開するまで、転居を繰り返しながらも

この地域に住んだ。『細雪』（1943～ 48）

をはじめ関西を舞台にした作品も多い。館に

は1万点を超える資料が収蔵されており、そ

れらの一部が展示、公開されている。なお、

神戸市東灘区には谷崎が1936年から

1944年まで住んだ「倚松庵（いしょうあ

ん）」が現存し、公開されている。

　『石坂洋次郎記念文学館』は、青森県弘前

市生まれの石坂が1926年から1939年ま

で居住した秋田県横手市にある。石坂はこの

間、秋田県立横手高等女学校、同横手中学校

に勤務しながら、『麦死なず』（1936）『若

い人』（1937）を発表、その成功によって

上京、作家生活に専念することになる。横手

時代の教師経験は、代表作の一つである『青

い山脈』（1947）はじめ、多くの作品の土

台になっている。なお、『弘前市立郷土文学館』

にも「石坂洋次郎記念室」があり、石坂が愛

用していた品々や各種資料が展示されてい

る。

　作品の舞台となった地にある「文学館」と

しては、長崎市東出津町（旧長崎県外海町）

にある『遠藤周作文学館』（写真参照）がある。

遠藤の代表作『沈黙』（1966）の舞台となっ

た地にあり、館からは東シナ海に通じる五島

灘を望むことができる。また、周辺の地域は

教会堂が点在しており、「キリシタンの里」

とも呼ばれている。館はエントランスホール

にステンドグラスが取り付けられているな

ど、教会をイメージした造りとなっている。

所蔵する資料は、遠藤家から寄贈、寄託され

たものをはじめ3万点にも及び、展示や研究

利用に供されている。

　「文学館」には、その建物が魅力的なもの

も多い。これまでに言及した、『森鷗外記念館』

『芦屋市谷崎潤一郎記念館』や『遠藤周作文

学館』も意匠を凝らした建物であるが、安藤

忠雄設計の『姫路文学館』や『坂の上の雲

ミュージアム』（松山市）も周囲の景観に寄

り添いながらも、現代風な外観が、その存在

を主張しているような建物である。他方、そ

の地にある由緒ある建物を再利用する形で、

その地域の歴史の中にとけ込みながら、「文

学館」として活用されているのが、1921年

築の旧第一銀行函館支店（函館市景観形成指

定建築物）に入っている『函館市文学館』、

1936年築の旧前田侯爵家別邸（国登録有形

文化財）を利用する『鎌倉文学館』、1891

年築の旧第四高等学校本館（国指定重要文化

財）の中にある『石川近代文学館』（金沢市）

などである。これらは資料の閲覧と併せて、

建物も観覧の対象となるであろう。

　少し風変わりな「文学館」にも言及してお

きたい。一つは、小樽商科大学附属図書館内

にある、旧制小樽高商以来の校史に関わる史・

資料を収蔵、展示している『小樽商科大学史

料展示室』である。ここには、高商時代の卒

業生である小林多喜二と伊藤整（二人は一学

年違いで、ほぼ同時代に在学し、面識もあっ

た）関係の資料が展示されている。もう一つ

は、『三菱重工長崎造船所資料館』である。

三菱重工長崎造船所では、かつて戦艦武蔵

（1942年竣工）が建造された。館には、そ

れを題材にした吉村昭の小説『戦艦武蔵』

（1966）に関わる資料が展示されている。

両者とも、その場所の持つ「現場性」とでも

言うべきものを感じ取りながら観覧できる施

設である。

　最後に、総合資料館として、全国の「文学

館」の総元締め的存在であり、全国文学館協

遠藤周作文学館（エントランスホール）
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文系の逆襲

創造的リベラルアーツセンター　特任教授

石井　洋二郎（ISHII Yojiro）

東京大学法学部卒、同大学院人文科学研究科修士課程修了、博士（学術）。東京大学
教養学部長、同理事・副学長を経て、2019 年 4 月より中部大学教授、2021 年 4 月よ
り同創造的リベラルアーツセンター長、2022年4月より特任教授。専門はフランス文学・
フランス思想。著書に『ロートレアモン　越境と創造』（芸術選奨文部科学大臣賞）、『時
代を「写した」男ナダール』、共著に『大人になるためのリベラルアーツ』、編著に『リ
ベラルアーツと外国語』、翻訳にブルデュー『ディスタンクシオン』など。

れてきた経済学は明確に「科学知」のカテゴ

リーに位置づけられるし、心理学も「人間科

学」の一分野として、やはり「科学知」に属

することになる。また、これまで「理系」で

あるがゆえに「自然科学」に分類されてきた

医学やスポーツ健康科学なども、むしろ「人

間科学」の範疇に属するものとして整理でき

る。

短期的有用性と長期的有用性

　「文系」の学問には、常に「何の役に立つ

のか」という問いが突き付けられるが、これ

に対しては「すぐ役に立つことはすぐ役に立

たなくなる」という反論がなされることが多

い。短期的有用性と長期的有用性は異なると

いう立場である。

　確かに文系・理系を問わず、短期的・即時

的に「役に立たない」学問であっても長期的

な射程で見れば「役に立つ」分野はいくらで

も存在する。これに関して、社会学者の吉見

俊哉はマックス・ウェーバーの「目的合理性」

と「価値合理性」という概念を参照しつつ、「目

的遂行型」の短期的有用性と「価値創造型」

の長期的有用性を区別し、前者はおもに理系、

後者はおもに文系の知に対応していると論じ

ている。この二分法に則れば、「文系だって

役に立つ、ただ役に立ち方が理系とは違うだ

けである」という議論が可能になるだろう。

　しかし「文系だって役に立つ」という言い

はじめに

　最近は気候変動や原子力発電の問題、さら

にはAIの急速な進歩などをきっかけに、いわ

ゆる「理系」の学者の口から「科学技術の暴

走をコントロールするためには哲学や倫理学

など、文系の学問も重要である」という言葉

がしばしば出てくる。しかしこれはあくまで

も社会を駆動しているのは理系の学問であ

り、文系の学問はそれを抑制したり補正した

りするための補助的な役割を果たすものにす

ぎないという「無意識の理系中心主義」に基

づいた言説にほかならない。本稿はこうした

言説に対抗して、文系研究者の立場からささ

やかな「逆襲」を試みるものである。

学問分類の再構築

　従来の学問分野は「人文・社会・自然」と

いう3種類に分類され、人文科学と社会科学

はひとまとめにして「文系」、自然科学は「理

系」と呼ばれてきた。しかし英語で「人文科

学」はhumanities、「社会科学」はsocial 

science、「自然科学」はnatural science

であり、人文科学にはscienceという言葉は

含まれていない。一方、心理学や認知行動学

など、人間そのものを科学的に研究する学問

を指す言葉としてはhuman science（人間

科学）という用語がある。

　となると、人間が作ったわけではない

natureを 対 象 と し たscienceがnatural 

science、人間が作ったsocietyを対象とし

たscienceがsocial science、そして人間

そのものであるhuman beingを対象とした

scienceがhuman scienceと、scienceを

3種類に分けて「科学知」と呼び、これを「人

文知」と対比させて整理したほうがわかりや

すいのではないか。

　この図に従えば、従来漠然と「文系」とさ

humanities

social science

natural science

humanities

human science

social science

natural science
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方は、あくまでも「役に立つか立たないか」

ということを価値基準として受け入れること

が前提になっている。つまり相手と同じ「有

用性」という土俵に立って押し返しているだ

けで、これでは本当の意味での逆襲にはなら

ない。そうではなく、土俵そのものの正当性

を問い直し、「有用性」というイデオロギー

を「脱構築する」ことが必要なのではないか。

「文学研究」の場所

　文学研究はそもそもなんらかの「有用性」

に奉仕することを目指しているわけではない

ので、「文系だって役に立つ」という立場は

主張できない。私の主たる研究対象はロート

レアモンというマニアックなマイナー・ポ

エットだが、この詩人を研究することにいっ

たい何の意味があるのか、5年後、10年後

とはいわないが、50年後、100年後に何か

役に立つ見込みはあるのか、と正面から問わ

れると、いや、たぶん何の役にも立たないで

しょう、と言って頭を下げるしかないであろ

う。

　つまり私の研究は科学技術のように人類の

進歩に貢献するわけではないし、政治学や経

済学のように現代世界の課題解決に直結する

わけでもない。そればかりか、同じ「人文学」

に属する哲学や倫理学のように、人間の生き

方に何らかの指針を与えるものでもない。し

たがって、目的遂行型の有用性はもとより、

価値創造型の有用性も主張することは困難で

ある。

　となると、どちらでもない第3の型、つま

り「有用性」の有無という物指しそれ自体か

らはみ出すような学問の根拠を見出さなけれ

ばならないことになろう。いかなる有用性に

も従属しない「学問のための学問」、あえて

名付ければ「自立存在型」の学問である。

　ここで私が強調したいのは、「人間は本質

的に愚かな存在である」という命題である。

ニーチェが『悲劇の誕生』で提示した有名な

図式に従えば、調和と秩序を旨とするアポロ

ン的な側面に対して、混沌や逸脱を体現する

ディオニソス的な側面を同時に内包している

はさまざまな差異や雑多な葛藤が渦巻いてい

るのであり、世界は「小さな物語」にあふれ

ている。だから全体よりも部分、同一性より

も差異に注目することが必要なのであり、そ

れこそが「有用性」に奉仕するのではない「自

立存在的」な学問、すなわち文学研究を始め

とする人文学の役割であるように思われる。

「科学知」の基盤としての人文知

　こう考えてみると、「人文知」をこれまで「人

文科学」と呼ばれてきた限定的な学問カテゴ

リーに閉じ込めて「科学知」と対立させるの

ではなく、人間のあらゆる知的な営みを貫く

普遍的な基軸としてとらえたほうがいいので

はないかという考えに達する（下図参照）。

 

human 

science 

 

social 

science 

 

natural 

science 

 

sciences 

 

humanities 

　 す べ て のsciencesは「 人 文 知 」

humanitiesの支えがあってはじめて成立す

るのであり、humanitiesもsciencesの支

えがなければ意味をもたない。つまり両者は

相互に支え合っており、表裏一体の「総合知」

として一つに溶け合っている。「国際人間学」

と い う 研 究 科 の 英 語 名 称 はGlobal 

humanicsであるが、これはまさに以上のよ

うに「総合的・包括的」にhumanityの多様

性＝humanitiesを研究する学問としての

「総合人間学」を表すものとしてとらえるべ

きであろう。

参考・引用文献

石井洋二郎（編）『リベラルアーツと自然科学』（水声社、
2023年）

吉見俊哉『「文系学部廃止」の衝撃』（集英社新書、
2016年）

フランソワ・リオタール『ポスト・モダンの条件』
（1979年、小林康夫訳、水声社、1989年）

のが人間である。人間は常に自分をはみ出し

てしまう過剰なものを抱えており、抑えよう

にも抑えきれない欲望の噴出にさらされなが

ら、ノモスとカオス、ロゴスとピュシスの間

を行ったり来たりしている不条理な存在で

あって、その判断や行動はおよそ合目的的な

最適化の原則には従わない。しかしこのどう

しようもない非合理性、癒しがたい愚かさに

こそ、人間の人間たるゆえんがあるという言

い方もできる。

　世界を動かす原理を「盲目的な意志」とし

てとらえたショーペンハウアーも、人間の奥

深くに潜む「無意識」に光をあてたフロイト

も、つまるところ規範から逸脱する存在とし

ての人間に注目したという点で一つの系譜に

連なっている。予定調和的ではない逸脱の連

続、いわば「ずれの連続」としての人間存在

に焦点を当て、可能な限りすくいあげるのが、

人文学の存在意義なのではないか。

「大きな物語」と「小さな物語」

　フランスの思想家、フランソワ・リオター

ルは『ポスト・モダンの条件』（1979）に

おいて、近代社会がその文化的コンテキスト

を正当化し維持するための普遍的な世界観・

人間観（科学による進歩、資本主義、民主主

義、等々）を「大きな物語」と呼び、その終

焉を告知した。文学研究は「人類の進歩」と

か「世界の平和」といった理念に対しては、

短期的にはもとより、中・長期的に見ても何

の役にも立たないかもしれないが、もしリオ

タールの言うように「大きな物語」が後退し

て「小さな物語」が散乱しているのが現状で

あるならば、そこに文学研究の場所を見出せ

るかもしれない。

　現在は過去とは違った形での「大きな物語」

が復活する兆しも見える。その一例がSDGs

で、今では誰もがこれを自明の正義として唱

導している。だが、これを無条件に絶対的な

普遍的真理として受け入れてしまうと、人類

は特定の「大きな物語」に呑み込まれてしま

う危険があるのではないか。われわれはもっ

とミクロな次元で日々を生きていて、そこに
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書き言葉と話し言葉の特徴を明らかにするこ

とである。二つ目に、質的調査から母語の影

響を見ることである。複合動詞の使用につい

て、母語はどのような役割を担っているのか

調べることによって、将来日本語の複合動詞

の教育に役立てることができる。

　量的調査として、日本語学習者コーパス『多

言語母語の日本語学習者横断コーパス

（International Corpus of Japanese as 

a Second Language, 以下 I-JAS）』を使

用する。

　I-JASを使って、中国人を母語とする学習

者の複合動詞の使用状況を調査し、書き言葉

と話し言葉の使用頻度で上位を占める語彙

15リストを作って比較する。質的調査では、

中国語母語日本語学習者に対して、4コママ

ンガを用いた課題と穴埋め問題を使って複合

動詞の知識に関する調査をする予定である。

引用文献

（1）陳曦（2007）『日本語科学』22，79―99，国
書刊行会

（2）寺村秀夫（1984）『日本語のシンタクスと意味Ⅱ』
くろしお出版

（3）長嶋善郎（1976）「複合動詞の構造」『日本語講
座4日本語の語彙と表現』大修館書店 63―104

（4）松田文子（2002）『言語文化と日本語教育』
2002年5月特集号 170―184．

（5）姫野昌子（1978a）「複合動詞『～こむ』、およ
び内部移動を表す複合動詞類」『日本語学校論集』5，
東京外国語大学 47―70．

（6）山本清隆（1984）「複合動詞の格支配」『都大論
究』21，32―49．陳曦（2007）『日本語科学』
22，79―99，国書刊行会

はじめに

　筆者は、日本語を学んでいた時、周りの学

習者の複合動詞の使用頻度が低いことに気づ

いた。複合動詞を使うと単純動詞の場合より

言語の表現力が豊富になって、複雑な事柄を

表現できる。先行研究でも、母語話者と比べ

て、学習者は複合動詞の使用頻度が低いこと

が報告されている。

　本研究は、中国語を母語とする日本語学習

者を対象に複合動詞の使用状況と習得状況に

ついて調査するものである。

先行研究

　複合動詞の研究には、分類研究、意味研究、

量的調査がある。分類研究については、寺村

（1969）、長嶋（1976）、山本（1984）

の流れがある。寺村（1969）は、複合動詞

になっても元の意味を保持されているかどう

かの観点から四類型に分類した。長嶋

（1976）は、前項動詞と後項動詞が複合動

詞文そのものと、どのように結びつき得るか

に着目し複合動詞を二類型に分類した。山本

（1984）は、複合動詞の格成分が前項動詞

または後項動詞とどのような対応を見せるか

に着目して、その明示的基準により、四類型

を分類した。長嶋の分類は、分類基準が明示

された点で寺村を一歩進めたものであると評

価される一方で、他の類型について言及がな

いことも指摘されている。寺村が「意味的な

観点」から分類したのに対し山本の研究は、

「前項動詞と後項動詞の格支配がどのような

形で関わり合っているのか」という「統語的

な観点」から分類したものであり、一つの客

観的基準が示されたという点で評価される。

　意味研究では、姫野（1978）や松田

（2002）の研究などがある。松田（2002）

は、意味認知論を援用して、「～こむ」のコア・

スキーマをコア図式であらわし、「～こむ」

の多様な意味の統一的な説明を試みた。「～

こむ」の多義的で見えにくい意味構造を明ら

かにした。

　量的調査としては陳（2007）がある。陳

（2007）は、日本語学習者と母語話者を対

象に両方の複合動詞の使用状況について量的

調査を行った。KYコーパスと上村コーパス

を利用して、学習者の発話データと母語話者

の発話データから、複合動詞の使用状況を分

析した、その結果、母語話者と比べて学習者

による複合動詞の使用総文字数や使用率が少

ない傾向があることを報告した。この他に苑、

黄（1998）、邱、 、陳（2004）、 （2005）

など中国語の複合動詞の研究で参考にする予

定である。

研究課題と研究方法

　本研究で明らかにする課題として、一つ目

は中国人学習者の複合動詞の使用に関して、

中国人学習者における複合動詞の習得研究

国際人間学研究科　国際人間学研究科言語文化専攻　博士前期課程1年

　 （RAN Keihou）

1998年生まれ。2020年中国の西南科技大学を卒業。専攻は日本語日本文化コー
ス、日本語教育。現在、中国語を母語とする日本語学習者を対象とした、複合
動詞の習得研究について研究している。趣味はアニメ鑑賞、旅行。
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グラムが使うデジタルアーカイブがあっても

良いのではないかと考えた。

プログラムが使うデジタルアー
カイブ

　本研究では必要となる音を無作為に蓄積

し、その音に関するメタデータを整備するこ

とで必要な音を探し出すことを目的とする。

環境音に特化した音資源デジタルアーカイブ

があれば、コストをかけずにコンテンツに

沿ったサウンドスケープを選択することが可

能になる。人の手によるサウンドデザインを

経ずにサウンドスケープを利用できるように

することが、本研究の目的である。

図１　システム概要図

　現在、機械が利活用するための環境音を稚

内や那覇で収集しており、今後、デジタルアー

カイブ化したのち、実験していく予定である。

引用文献

R.マリー・シェーファー，鳥越けい子訳「世界の調律」
平凡社　2006

はじめにBGMがあった

　古来より「鐘の音がよく聞こえると雨」と

いう。遠くの鐘の音が聞こえるときは雨が降

りやすいという意味で、気象条件と音の伝播

について指摘した諺である。

　BGMやSEは様々なエンタテインメントコ

ンテンツや、場所の雰囲気を向上させるため

に、昔から制作、消費され続けている。一つ

の職種としてサウンドデザイナーも存在し、

環境に合わせて繊細な調整を行っている。そ

れこそ、気象条件に合わせて音の響きを調整

している。

　そして、2000年代にはYouTubeの浸透

で、素人が動画を作成するようになり、汎用

的なBGMとSEが使われることが目立つよう

になった。YGMの時代になって、調整され

ていない音が、そのまま使われるようになっ

てきたのだ。

VR環境と生活様式の変化

　近年VR環境の発展が目覚ましい。2000

年代まではVR用のコンテンツを行う際に必

要な環境が、大掛かりでコストがかかるため、

テーマパークなどで運用されてきた。しかし、

近年は家庭用の機器も出現し、そのコンテン

ツの数は増加している。とくに、2016年に

入るとOculus社が発売したVRヘッドセッ

トRiftを皮切りに、家庭用VRヘッドマウン

トディスプレイが多数発売された。家庭用

VRヘッドマウントディスプレイは、それま

でのVRに必要だった環境に比べ小型で安価

であるため、VR触れる人口が増え、VR上で

のコンテンツ量の増加、および消費が激しく

なった。

　また、2020年から全世界的に感染爆発を

起こした新型コロナウイルスによって、これ

までの生活様式から一変してしまった。その

影響から、仮想空間上で社会活動や、円滑な

コミュニケーションを行う支援システムの発

展が社会的課題となり、いわゆる「メタバー

ス」について研究や議論が盛んに行われるよ

うになった。

解説

　みなさんはコンテンツの中で「目に写って

いる状況」と乖離した「音」が流れていた経

験はないだろうか。この状況を解説するにあ

たって「サウンドスケープ」概念が重要になっ

てくる。

　サウンドスケープとは、1960年代にR.マ

リー・シェーファが提唱した「風景には音が

欠かせなく、自然の音として聞こえてくる音

には聞き手側の認識も含まれている」という

概念のことである。現在では「コンテンツ内、

全ての音のこと」を指していることが多い。

　現在まで「目に写っている状況」と「音」

の違和感を解決するために、その状況に合わ

せた音が一から作られてきた。だが、将来に

は、VRを使用するコンテンツが音を詳細に

作り込む程、コストをかけられるものではな

くなると筆者は考えている。その際に、プロ

サウンドスケープデザイン支援を目指した
音資源デジタルアーカイビングシステムの開発

国際人間学研究科　言語文化専攻　博士前期課程1年

坂本　菫（SAKAMOTO Sumire）

2000 石川県金沢市年生まれ。2022 年 4 月に国際人間学研究科言語文化専攻に
進学。その土地ごとの環境音を四六時中録音することで、「まち」を「音」でアー
カイビングできないかと考えている。現在は、収集した音データにメタデータ
を付与する作業を行いつつ、音響学やバイノーラル録音といった研究に関連す
る学問と格闘中。
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4． ヘルスケア関連を学ぶ日本人学生を対象

にした英文学作品の精読活動の実践（文

学作品受容のあり様について分析、考察）

今後の研究活動

　ナラティブ・メディスンにおいて、精読に

よって向上する能力として指摘されているの

は、Ⅰ）患者に対する想像力を養う、Ⅱ）患

者に対する共感を深める、Ⅲ）臨床における

倫理的特質への気づきを高める、Ⅳ）患者へ

の気づきの範囲を広げるといったものであ

る。これらの能力の涵養のため、文学理論に

則った解釈と医学の視点を交えて論じた例を

比較し、ナラティブ・メディスンのための文

学作品の読みについての事例提示を試みる。

参考文献

Charon, R. (2000). Reading, writing, and 
doctoring: Literature and medicine. The 
American Journal of the Medical Sciences, 
319(5), 286.

Caron R. (2006). Narrative medicine, honoring 
the stories of illness, NY: Oxford UP.

Charon, R. et al. (2017). The principles and 
practice of narrative medicine, Oxford UP.

Hunter, K. M. (1991). Doctors’ stories: the 
narrative structure of medical knowledge. 
Princeton NJ: Princeton University Press.

Jones, A. H. (2013). Why teach literature and 
medicine? Answers from three decades．The 
Journal of Medical Humanities, 34, 421.

「ナラティブ・メディスン」とは

　ナラティブ・メディスンとは「物語を取り

入れた医学」という意味で、医学の分野で展

開される治療や患者コミュニケーションの一

要素としてナラティヴ、つまり物語や語りの

解釈に関係するアプローチを取り入れる方法

を指す。人文学の導入による医学の向上を目

的としている。

本研究の目的

　本研究の根本的問いは「文学は如何にして

医学に寄与できるか」というものであり、こ

の問いについてナラティブ・メディスンの関

係者がさまざまな見解を述べている。本研究

では、日本の高等教育における医療系分野専

攻の学生を念頭に置き、教養課程の英語教育

の範疇を想定したナラティブ・メディスンの

ためのテクスト解釈法の提示を試みる。

本研究の背景―「文学と医学」

　ナラティヴ・ターンとは、それまで科学的

根拠に主眼においていた人間科学の分野にお

いて1990年前後に分野横断的にナラティ

ヴへの関心が高まり、それを研究方法や治療

の中心に据える流れが広まった、その現象を

指す。

　先行研究によると、例えば米国における医

学分野のナラティヴ・ターンは「文学と医学」

の関係性の上に発生したと位置付けることが

できるとされる。そして医学の分野に先立っ

てその数十年の間に人間科学の分野全般で起

こったナラティヴ・ターンを反映し、医療人

を育成するための医学教育の焦点が「文学」

よりも「ナラティヴ」にシフトして行ったた

め、医学における「ナラティヴ」とはある意

味で当初は文学の意味、ないしは文学と同義

の性質を内包していたと言える。

　このような米国における「文学と医学」の

協働の歴史を踏まえ、本研究ではナラティブ・

メディスンの立場から文学作品を解釈するた

めの方法論として作品精読の具体例を示し、

日本における医療系分野専攻の学生を対象と

した英文学作品の精読活動のためのスキーム

を提示する。

研究計画

1． 「ナラティヴ」という諸分野において異

なる定義を有する用語の歴史的背景に関

し、「文学と医学」を中心に整理を行う

2． ナラティブ・メディスンのための「精読」

のアプローチ方法を提示する

3． 具体的な文学作品を用いた文学研究アプ

ローチに基づくナラティブ・メディスン

のための読みの事例提示を行う

ナラティブ・メディスンにおける英語文学作品の精読活動
―その解釈作業と期待される教育効果について―

国際人間学研究科　言語文化専攻　博士後期課程1年

原　由美子（HARA Yumiko）

愛知教育大学大学院教育学研究科英語教育専攻課程修了（教育学修士）。修了
後は英語圏文学文化研究、主にアイルランド文芸復興時のアングロ＝アイリッ
シュ文学を対象とした研究を行う。近年はコメディカルの専攻学生に向けた英
語学習教材の開発に従事。
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　第18回教員研究会が2022年11月30日に対面形式で開催された。発
表者は言語文化専攻の杉本和弘教授と、創造的リベラルアーツセンター長
（前国際人間学研究科長）の石井洋二郎特任教授の2名である。
　杉本教授からはこれまでに訪れられた数多くの「文学館」（主に近代文
学関係）の中からいくつかを取り上げ、「文学館」の特色や魅力をお話し
いただいた。「文学館」の多様な楽しみ方や新たな動きにも触れられ、す
ぐにでも「文学館」に行きたくなるような、たいへん聴衆の興味を引き付
ける内容であった。石井特任教授は「文系の逆襲」という刺激的なタイト
ルで、「無意識の理系中心主義」に対する文系研究者の立場からの逆襲を
試みられた。学問分類の再構築や人文学の存在意義、さらに「科学知」の
基盤として「人文知」を捉える考え方、総合人間学としての本研究科のあ
り方など、たいへん有益で示唆に富む内容であった。
　限られた時間ではあったが、たいへん活発な質疑応答がおこなわれ、充
実した教員研究会となった。参加者は発表者2名を入れて教員31名、事務
員2名の計33名。

　第17回「院生の力」研究報告会が2022年11月2日に開催された。院
生が日頃、どのようなテーマに関心を持ち、どのような研究に取り組んで
いるかを多くの方に知ってもらうのが主な目的である。また、指導教授が
コメンテーターとして議論に参加する形式をとり、院生の研究能力を高め
る場としても位置づけられている。
　今回は2022年4月に言語文化専攻に進学した博士前期課程2名、博士
後期課程1名、計3名の院生が発表をおこなった。同じ言語文化専攻であっ
てもテーマが多岐にわたり、いずれも興味深い発表であり、これからの研
究の進展を大いに期待させる内容であった。質疑応答も活発になされ、た
いへん実り多い報告会となった。参加者は発表学生を入れて学生6名、教
員10名、事務員3名の計19名。

第１8回教員研究会を開催

第17回「院生の力」を開催

•

•



●発行：中部大学大学院国際人間学研究科
●編集者：大塚俊幸
●発行日：2023年 2月24日
●〒487－8501　愛知県春日井市松本町1200
●中部大学国際人間学研究科（人文学部事務室）

●電話：0568-51-4144（直通）
●ファクス：0568-52-0622
●電子メール：inkn@office.chubu.ac.jp
●国際人間学研究科ホームアドレス：　
　https://www.chubu.ac.jp/academics/graduate-
　global-humanics/

ジャーナリズムコース
研究基礎（情報収集、メディア・クリティシズム）/現代国家・制度特論/現代史特論/情報産業・
流通特論/現代社会特論/社会心理学特論/情報技術とメディア特論/ジャーナリズムと倫理特
論/現代の広報特論/報道記事作成技法/ドキュメンタリー作成技法/プロジェクト/研究指導

英語圏言語文化コース
応用言語学特論/英語教育法特論/英語学特論/英米文学特論/英語圏言語文化総論/研
究指導

日本語日本文化コース
日本語学特論/日本語教育学特論/古典文学特論/近代文学特論/日本文化特論/伝承文芸
特論/日本芸能特論/国語教育特論/研究指導

共通科目
近代世界表象体系

研究科共通
日本語論文の書き方

心理学科目群
心理学研究法特論/知覚心理学特論/健康心理学特論

学校心理学科目群
認知心理学特論/社会心理学特論/発達心理学特論/臨床心理学特論/教育心理学特論/
学習指導法特論/学校教育特論/障害児心理学特論/生徒指導特論/心理検査法特論/学
校カウンセリング特論/教育統計学特論

特別研究
研究指導/課題指導

研究科共通
日本語論文の書き方

歴史学コース
日本古代史特論/日本中世史特論/日本近世史特論/日本近代史特論/日本現代史特論/アジ
ア史特論/中国史特論/ヨーロッパ史特論/アメリカ史特論/社会経済史特論/思想史特論/文
化史特論/技術史特論/美術史特論/歴史学研究

地理学コース
経済地理学特論/歴史地理学特論/都市地理学特論/地理情報学特論/都市政策学特論/
自然地理学特論/地誌学特論/地理学研究

共通科目
近代世界表象体系

特別研究
研究指導

研究科共通
日本語論文の書き方

科目【博士前期課程】

科目【博士前期課程】

科目【博士後期課程】

科目【博士前期課程】

科目【博士後期課程】

科目【博士前期課程】

科目【博士後期課程】

国際政治経済研究コース
政治経済研究特論/国際法特論/国際政治学特論/国際経済学特論/国際機構論/国際金
融論/国際協力論/開発経済学特論/国際公共政策特論/発展途上国論/社会開発特論

国際社会文化研究コース
社会文化研究特論/文化人類学特論/国際社会学特論/国際ジェンダー論/比較文明論/比
較環境論/比較社会史論/比較宗教論/地域社会文化研究特論

共通科目
研究方法論/臨地研究論/近代世界表象体系/海外文献研究

特別研究
研究指導

研究科共通
日本語論文の書き方

科目【博士後期課程】

国際政治経済学専門研究演習
国際社会文化論専門研究演習

学習心理学専門研究/教育心理学専門研究/認知心理学専門研究/臨床心理学専門研究

メディア・コミュニケーション専門研究
英語圏言語文化専門研究
日本言語文化専門研究

歴史学専門研究演習
地理学専門研究演習

国際関係学専攻 言語文化専攻

心理学専攻 歴史学・地理学専攻

国際関係学、言語文化、心理学、歴史学・地理学の各専攻からなる国際人間学研究科は、人文系諸科学と社会系諸科学に架橋をかけて、
人間と文化、民族と国家の研究のフロンティアを拡大し、グローカルな諸問題に挑戦できる知的創造的研究、および、さまざまな現場か
ら広く社会貢献を目指した実践的研究ができる人間を育成し、研究成果を通して社会に貢献することを教育研究上の目的としています。

2022


